
!"
#

#

 
IC JCT SA/PA  

(NodeNO)  
1-9,999: IC/JCT( JCT )  type_flag(0:JCT, 1:IC, 2:IC/JCT, 3:TempJCT, 4: SA/PA+IC) 
10,000 – 99,999:  SA/PA   type_flag(8:SA/PA) 
100,000 :     type_flag(null) 

IC/JCT
(2,001) 

IC=1,680 
JCT=  201 

IC/JCT=  108 
TempJCT=    12 

SA/PA (427) 
 

DIAS

#
秋山祐樹（2015 年）
「新しいマイクロジオデータ活用への挑戦
　　　－企業間取引ビッグ  データの可能性－」
愛知大学三遠南信地域連携研究センター 越境地域政
策研究  フォーラム 分科会 4、招待講演より抜粋 

※経路探索もオープンソースで

鉄道の形状（ライン）のデータ
※GIS 分析できる形式

鉄道駅間の接続関係 ( グラフ構造 )
のデータ

・ファイルサーバ
・解析サーバ（クラスタ）
・ディスクアレイ
・テープライブラリ

・ファイルサーバ
・解析サーバ（クラスタ）
・ディスクアレイ

・サーバ（クラスタ）
・ディスクアレイ

・サーバ（クラスタ）
・ディスクアレイ

北見工業大学

北海道大学

国立情報学研究所千葉分館

ファイルサーバ

解析サーバ ・・・

10ギガビットイーサネット

ディスクアレイ

・・・

解析サーバ 解析サーバ 解析サーバ

・・・ FCスイッチ

テープライブラリ

検索対象に含める
外部システムを選択

キーワードによって分類し、
データセット全体を俯瞰

データのダウンロード

メタデータのダウンロード

東京大学生産技術研究所

DIAS に格納されるデータセットを検索するシステムを
開発し、継続的な管理と機能の高度化を行っている。
国内のいくつかのシステムと連携し、統合検索機能を提
供している。

取得・配信しているリアルタイムデータ

Doi:10.20783/DIAS.496
・DIASで公開するデータセットごとに、グローバルな
　識別子DOI（Digital ObjectIdentifier）を付与
・DOIでアクセスを永続化し、JaLC/DataCiteに
　メタデータを登録して利活用を促進
・2017年3月運用開始

データ引用：論文にDOIを記載することでデータの利用実績を明確化。
データキュレーション：データの図書館として、付加価値を与えて利活用を推進。
認証の多様化：気軽にDIASを利用できるよう、「学認」など外部サービスとも連携。

現行DIAS: DISK + Tape > 25PB

STK9310  6000 tapes(2001-)アナログデータ
データレコーダー
(1982-)

8mmテープアーカイブ (1992-)

データ俯瞰・検索システム
http://search.diasjp.net/

DIAS 収蔵データ
現在、277 データセットがダウンロード可能
データ一覧： http://www.diasjp.net/use/dias-datasetlist/

●国土交通省 XRAIN
国土交通省 XバンドMPレーダネットワークのデータ。

●ひまわり 8号 9号
静止気象衛星ひまわり8号・9号の観測データ。10分間隔のフルディ
スク観測（衛星から見える丸い地球全体の観測）、2.5 分間隔の日本
域観測、2.5 分間隔の機動観測域（台風、火山噴火等）。

●APHRODITE
APHRODITE’ s Water Resources プロジェクト（アジアの水資源へ
の温暖化影響評価のための日降水グリッドデータ作成）によるデー
タ。統合領域・中東域・モンスーンアジア域・ロシア域・日本域の
降水および日本平均気温のデータセット。

●気象庁 JRA55/DS-JRA55
1958 年以降を対象とした，気象庁による長期再解析プロジェクト
のデータ。過去半世紀以上の気候変化をより高精度に解析すること
を目的とした気候データセット。 また、JRA55 初期値・境界値とす
る力学的領域ダウンスケーリングDS-JRA55 も公開中。

各データセット
ドキュメント閲覧ページを提供

Time-series changes 2003-2008 Legend

Continuation

Change

Emergence

Demise

店舗・事業所等の分布
データ（全国）

企業間ではなく、事業所
間の取引の推定（全国）

取引流動を物資流動OD
（発地・着地）へ変換

物流トラックのOD別
ルートデータ
（OD, ルート、発着時刻）

消費者向け物流ODの推定
交通規制区間の
雨量予測

■DIASコアシステム

■DIASで利用可能なデータ

■アプリケーション開発のためのデータ整備支援

■DIASにおけるDOIの導入とオープンサイエンスへの広がり

全体構成 システム構成図 （国立情報学研究所千葉分館） アーカイブデータ量 (1981 ～ )

ＤＩＡＳシンポジウム 2017

  「地球環境情報プラットフォーム構築推進プログラム」

DIAS 地球環境情報プラットフォームの構築と運用
代表機関 ： 　東京大学     実施責任者 ： 喜連川　優

分担機関 ： 　京都大学、 名古屋大学、 情報学研究所


